
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 7 月 1 日発行 

介護老人福祉施設・短期入所生活介護 

通所介護・訪問介護・居宅介護支援 

〒871-0821 築上郡吉富町大字幸子 803 番地の 1 

TEL： 0979-23-6111 

 当園では 2 ヵ月に一度、吉富町の理髪組合の方々が来園され、ご利用者の散髪をしてくださいます。 

丁寧に髪を整えていただく中で、お話に花が咲き、また気持ちがよくて寝てしまう方もいらっしゃいま

す。ご利用者の希望を聞いてくださるため、皆さん仕上がりも大満足です。その様子はまるで本当にお店

にいるかのようです。 

理髪組合の皆さま、お忙しい中でたくさんの心遣い、いつもありがとうございます。 

 

新天皇即位による新たな元号が「令和」に決まったことを受け、日本列島は新元号と 10 連休にわきまし

たが、私たちは普段と変わらず介護に勤しんでいたせいか、今では遠い過去の出来事のような気がします。 

ご承知のように「令和」は日本最古の歌集である万葉集から引用されたもので、安倍首相は「春の訪れを

告げ見事に咲き誇る梅の花のように、一人ひとりが明日への希望とともにそれぞれの花を大きく咲かせるこ

とができる、そうした日本でありたいとの願いを込め決定した」と述べられました。思えば「昭和」、「平成」

も平和への願いが込められていましたが、戦争や大災害が発生しており、是非とも「令和」は穏やかな時代

になってほしいものです。 

そのような中、我が国は人口減少と高齢化による経済の低迷、労働者不足、社会保障の問題など、大きな

課題に直面しています。私の祖父母は戦争を経験し、父母（団塊世代）は日本を経済大国に押し上げたとい

う経緯もあって、いずれも強く逞しく感じます。一方、私は団塊ジュニアと呼ばれる世代ですが、就職氷河

期世代でもあり、社会や将来に対する不安を抱え、どこか自信が持てないような部分もあるなど、世代間の

格差も問題視されています。 

しかしながら、日本の社会保障制度は相互扶助を基本とし、社会の連帯を形成するものであり、格差社会

といわれる今こそ、その理念を再認識すべきではないでしょうか。また、これまでの政治は選挙に不利な痛

みを伴う改革を後回しにし、大票田を意識した政策を優先するあまり少子化対策が後手になっていましたが、     

消費増税などを機に少しずつ変化の兆しがみられます。確かに急激な少子高齢化

は人類が未だかつて経験したことのないものですが、敗戦後、復興と経済成長を

成し遂げた先人に倣い、逆境をチャンスに変え、もう一度、日本人としての気質

を示し、子供たちが自信と希望を持てる社会にしていかねばなりません。 

令和元年 6 月吉日  施設長 三 笠 直 樹 

 



記載の誤りについてのお詫び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年 4 月号に掲載しておりました、「食材料納入委託契約業者ご紹介」のコーナーで「もり多」様の 

所在地に間違いがございました。正しくは「豊前市」です。 

 皆様にはご迷惑をおかけいたしまして、大変申し訳ございません。 

 

当園のさらに詳しい情報はこちら！ 

社会福祉法人 緑風会 公式ホームページ http://ryokufu-k.jp/ 
お知らせ情報等を順次更新しております！ぜひ、アクセスしてみてください！ 
ご意見等ございましたら、ホームページの"お問い合わせ"からお申し付けください。 

 

 

5 月 24 日、今年も京築交歓大会に出場いたしまし

た！ こちらの大会は、京築にございます 15 の施設の

職員が、スポーツを通じて交流することを目的としてお

ります。 

 今年の競技は「ボッチャ」でした。「ボッチャ」とは白

いボールを的にして、自分のチームのボールをどれだけ

白ボールに近づけることができるかというゲームで、パ

ラリンピックの正式種目にもなっています。 

 初挑戦でドキドキの職員達でしたが、今年の成績は予

選リーグ突破でした。誰でも気軽にできるスポーツとい

うことで、とても楽しく取り組むことが出来ました。   

 

 当園では月に一度、様々なテーマで職員の自主勉強

会を行っております。 

6 月 12 日、行橋市の矢津内科消化器科クリニック

の片山看護師長をお招きして、「在宅・施設での看取

りケア」、「話を聴くということ」というテーマで、看

取りについてご講義いただきました。 

 ご利用者とご家族の気持ちや目線から物事を考え、

生活に関わらせていただくことの難しさと大切さを、

たくさんの実例を通して教えてくださいました。ご指

導いただいた内容を心掛け、職員一同、より一層の努

力に努めて参ります。 

http://ryokufu-k.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 21 日、今年は当園の調理員 1 名が吉富町商工会よ

り、勤続 15 年の優良従業員表彰をいただきました。職員の

頑張りを評価していただき、大変うれしい限りでございます。 

 

 

 

天候も良くなって、利用者の皆さまの希望もあり、今年度も 

外食を実施しております。回転寿司やファミリーレストラン、うどんなど、皆

さまとても楽しんでご参加いただけました。 

 引き続き外食を実施していきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 6 月 27 日、小島社中さんが歌やマジック、踊りな

どを披露してくださいました。慣れ親しんだ炭鉱節で

は、ご利用者も元気に踊られていました。 

皆さまとても素敵な表情で、ステージを楽しまれて

いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 29 日に観音祭を行いました。 

食堂に祀ってございます雲上観音の前に様々な花を飾り、明蓮寺のご住職

をお招きし、ご利用者と職員の健康を祈願しました。その中で、ご住職のユ

ーモアを交えてのご法話を聴聞させていただき、我々も考えさせられること

がありました。 

その後、ご利用者にお焼香とお参りをしていただきました。仏前の花を愛

でられ、また熱心にお参りをされる方もいらっしゃいました。 

 


